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■ システム・基盤 分野 

 

｢ユニケージ開発手法および同開発コマンドセット｣ 

 

有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所（代表取締役所長 當仲 寛哲） 

 

【概要と選定理由】 

従来型RDBを用いた定型処理をはじめとする基幹系システムをシェルプログラミング

により置き換え・開発するユニケージ開発手法及びシェルプログラミングを簡単化するた

めのコマンドセット。良品計画をはじめ大手のシステムの置き換え・開発実績を持つ。シ

ェルスクリプトを用いるが故に並列化がOSレベルで自然に実現でき、近年のマルチコア型

CPUの性能を容易に引き出すことができる。 

 

シェルスクリプトでの定型処理を実現した革新性を評価し、選定された。 


